
栗いがむき機

取 扱 説 明 書

このたびは栗いがむき機を
お買い上げ頂き、
誠にありがとうございます。

ご使用の前に､ かならず取扱説明書をよくお読みいただき、
本商品を十分ご理解の上、 適切な使用と保守をしていただいて､
いつまでも安全に能率よくお使いくださるようお願い致します｡

また､ この取扱説明書はお手元に大切に保管をお願いいたします｡

品　　番

生産能力

重　　量

タ イ ヤ

エンジン

約175kg（エンジン付）、約160kg（本体のみ）

約20cm

三菱 GB131（エンジン付の場合）

HRK-MK01

300～400Kg/時間

※この商品は、日本以外の国ではご使用になれません。
USE ONLY IN JAPAN.

※表記している数値は、ご利用の状況や環境によって異なりますことをご了承ください。

使用時サイズ
     （エンジン付） (W)幅×(D)奥行×(H)高さ　177×83×125ｃｍ

(W)幅×(D)奥行×(H)高さ　138×70×125ｃｍ移動時サイズ
     （エンジン付）

お問い合わせ先

2025.6
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本体

エンジン三菱GB131
（エンジン付を選んだ場合）

タイヤ

Vベルト
　　×2

プーリー

※注意に表記してある物でも重大な事故につながる恐れが
　あります。 必ず守って頂きますようお願いいたします。

誤った取扱いをすると、人が死亡又は重傷を負ったり、
重大な物的損害事故の可能性が予想される内容を示します。

誤った取扱いをすると、人が傷害を負ったり物的損害の
発生が想定される内容を示します。

付 属 品

警告

注意



[ 安全上のご注意 ]
事故等を未然に防ぐため、以下の注意事項をかならずお守りください

・

・

・
・
・

・

・
・
・
・
・

・

・
・

警告
誤った取扱いをすると、人が死亡又は重傷を負ったり、
重大な物的損害事故の可能性が予想される内容を示します。

本取扱説明書を理解していない人は操作をさせないでください。

エンジンは、室内及び換気の悪い場所では運転しないでください。
（排気ガスに、無臭で有害な一酸化炭素が含まれています）
エンジンに燃料を補給する際は、室内や換気の悪い場所でしないでください。
エンジンに燃料を補給する際は、たばこなど火気にご注意ください。
エンジンの注意事項は、別途、エンジンの取扱説明書をご覧ください。

本機が熱くなったり、異常が感じられた場合はただちに使用をやめて、
お買求めの販売店に点検、修理をお申し付け下さい。
※お客様自身での修理や改造は危険です。絶対におやめ下さい。
　事故の原因となります。

雨の中、湿った場所、濡れた場所での使用、放置はしないで下さい。
可動部や回転部に手など触れないでください。
お子様や使用方法が分からない方には、絶対に使用させないで下さい。
小さなお子様を近づけさせないで下さい。
作業中は作業者以外、機械に触れさせないで下さい
また作業者以外は、作業場３ｍ以内ヘ近づけさせないで下さい。
揮発性可燃物（シンナー、ベンジン、ガソリン、灯油等）の近くで
絶対使用しないでください。
火気を近づけないでください。変形や故障の原因となります。
使用前に本機各部を点検して各部にネジの緩みがないか、各部に損傷がないか、
正しく作動するか確認して下さい。



※注意に表記してある物でも重大な事故につながる恐れが
　あります。 必ず守って頂きますようお願いいたします。誤った取扱いをすると、
　人が傷害を負ったり物的損害の発生が想定される内容を示します。

輸送途中の衝撃等により、本機の破損、変形、溶接部の外れや、取付部品の
損傷等により、思わぬ事故につながる恐れがありますので、ご使用前に必ず確認
し正しい状態でご使用下さい。
使用前に本機各部を点検して各部にネジの緩みがないか、各部に損傷がないか、
正しく作動するか確認して下さい。
本機は水平に保ち、転倒しない場所でご使用下さい。
能力以上の作業は事故や、耐久性を低下させる原因となります。
調整に使用した工具等は、使用後には外すようにしてください。

・

・

・
・
・

注意
誤った取扱いをすると、人が傷害を負ったり物的損害の
発生が想定される内容を示します。



[ 各部名称 ]

エンジン
設置台

ベルトカバー
投入口

いがむき
回転軸用
カバー

穴あき
プレート

穴あき
プレート
押さえボルト

栗受け
スライダー

分別ファン

分別ファン用
プーリー

分別ファン用
Vベルト

ふるい機用
プーリー

ベルトカバーを
外した状態

反対側

ふるい機用
Vベルト

いがむき回転軸用
プーリー

いがむき回転軸用
Vベルト

動力用
プーリー2連

エンジン高さ
調整ボルト

タイヤ

投入口
受けプレート

ふるい部

いが排出口

栗排出口



[ 組立方法 ]

エンジンを設置台に載せます

下部の４ヶ所のボルトをしめ
エンジンをしっかり固定します

付属のプーリーをとりつけます
キーを添えてさしこみ
ワッシャーとネジでとりつけ
ストッパーで固定します

付属の２本のVベルトを
取り付けます

ネジで張りの
調整をします

ボルトで高さを
上げる事で
張りの調整を行います

固定タイヤ

側面のカバーが
ついている場合は、
カバーを外しておきます

４ヶ所のタイヤをとりつけ
ネジとナットで取り付けます

本体に車輪をつける

エンジンをとりつける

Vベルトをとりつける

固定タイヤ

フリータイヤ
（ストッパー付）

エンジン

プーリー

軸

ボルト

キー

ボルト

エンジン部

下から見た所



設置イメージ
栗受けスライダー、
いがの排出口などに
カゴの設置を行います

投入口が折りたたまれて
いた場合は広げてください

注意
なるべく平坦な場所で、ご使用ください。

右側もしくは左側に、
栗受けスライダーを
取り付ける

栗受けの箇所の組立 （必要な方は取り付けてください。）方は取り付けてください。）

[ 使用方法 ]

①投入口を広げる

栗受け位置

いが受け位置
何もつけない場合は、
コンテナカゴなどを
設置してください。

カバーを戻す

側面のカバーを戻します
４ヶ所のネジで固定して
準備は終了です

ボルトで
取り付ける



[ 保守と点検 ]

■本体は清潔に保管してください。点検、清掃によって、長くお使いいただけます
■ゴミ、ホコリの多い所、湿気の高い場所、風通しの悪い場所、直射日光の当たる
   場所では保管しないでください。
■点検、清掃の際、本体は水を使わずに、きれいな布で拭いてください。
■ガソリン、シンナー、石けん、水を使っての清掃はしないでください。
　故障の原因となります。
■作業終了後、各部についたゴミやホコリをとり、清潔にしてください。

穴あきプレートのボルトを外すと、ふるい部が外れ、掃除が楽に出来ます。

③投入口にいが付きの栗を投入する

掃除方法

動き出しましたら、投入口に
いが付きの栗を入れてください
いがと栗が分別され排出されます

←
いが栗
投入口

いが排出口

栗排出口

きの栗を投入する

入口に
ください
出されますす

←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←
いが栗
投入口

いが排出口

栗排出口

②エンジンを始動する
エンジンの始動方法や詳細については、
各メーカーの説明書をご確認ください。
お手持ちのエンジンに付属のプーリーやVベルトが
合わない場合は、大変お手数ですがご用意下さい。

注意
エンジン始動すると回転軸やふるい部分が動きます



保　証　書

（本体のみ）

（本体のみ）エンジン部は別途メーカー保証を確認して下さい。

品　　名

型　　番

保証期間

お買上日

お 客 様

ご住所

お名前

電 話

　 　 　 　 　 年 　 　 　 月 　 　 　 日

故障状況

販売証明書
添　付　欄

お買上日より１年間

修理と依頼の際はお手数ですが下記の表にご記入の上、製品にこの保証書を添付して下さい。

※※※ 本保証書は再発行いたしませんので、大切に保管をお願い致します ※※※

お問い
合わせ先

※改良のため予告なく変更される事があります2025.6

1. 取扱説明書に従った通常使用により、保証期間内に万一本体材料及び組立行程における欠陥が生じた
    場合、本保証書にて、無償で交換、修理致します。
2. 保証期間が過ぎた後の修理、保証の適用されない故障につきましては、有償となります。
3. 保証期間内でも次の場合には原則として有償となりますのでご了承下さい。

4. 本保証書は日本国内においてのみ有効です。

当製品は、この取扱説明書に基づく正しい使用状態での故障等につき、お買求めの日から一年間は無償で修理致します。
修理をご依頼の際は、ご面倒でもこの保証書に必要事項（お買上日・ご住所・お名前・電話番号・できるだけ詳しい故障状況）
をご記入の上、販売証明書を添付しお買い求めの販売店にご依頼下さい。

①　使用上のあやまり、及び弊社指定以外の修理者によっての修理や改造による故障及び損傷。
②　お買い上げ後の輸送、落下等による故障及び損傷。
③　地震・落雷・火災・水害等の天災地変、また公害・ガス害、異常電圧、保存上の不注意等による故障及び損傷
④　本保証書の提示が無い場合。
⑤　取扱上の不注意、誤った使い方での故障及び損傷。
⑥　定格時間内であっても、極端な激しい使用を行われた場合の故障及び損傷。
⑦　販売証明書の添付がない場合。
⑧　消耗品など。
⑨　時間の経過による変化で発生した不具合。


